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宇
都
宮
地
区  

岡
本
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
二
日
（
木
）

場　

所　

み
ど
り
公
園
と
道
路
脇

参
加
人
数　

園
児･

教
職
員　

百
一
名

園外保育で利用している近隣の公園と、公
園までの道路脇のゴミ拾いをしました。大
人が見逃してしまうような小さなゴミまで
も、宝物を見つけたかのように拾っていま
した。活動を終えてからの感想を聞いてみ
ると、「地球が喜んでいる！！」と、達成感と
ともに、嬉しさを表現する子もいました。

寺久保公園やお散歩コースの道
路を年長児と保護者がゴミ拾い
しました。

参加園

参加人数

参加園

参加人数

１２９園 １２９園 

２４,４８８名２４,４８８名

　
『
お
母
さ
ん
、
小
さ
い
ゴ
ミ
が
多
い
ん
だ

ね
』『
い
っ
ぱ
い
見
つ
け
た
よ
』。『
よ
く
見

つ
け
た
ね
』
と
母
親
。
親
子
で
ゴ
ミ
拾
い
を

行
う
事
は
な
か
な
か
な
い
も
の
。
ピ
カ
ピ
カ

の
栃
木
県
は
親
子
で
環
境
美
化
に
つ
い
て
考

え
る
よ
い
機
会
だ
と
思
っ
た
。

　

第
二
十
二
回
ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県
が
十
月

十
日
よ
り
二
十
四
日
ま
で
、
栃
木
県
下
の
幼

稚
園
で
行
わ
れ
、
国
・
公
・
私
幼
稚
園
な
ど

一
二
九
園
、
園
児
二
四
，四
八
八
人
と
そ
の

家
族
、
教
職
員
が
参
加
し
た
。
こ
れ
は
幼
稚

園
連
合
会
と
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
が
協

賛
し
「
家
族
の
在
り
方
」
「
環
境
」
「
公
共

心
」
を
家
族
ぐ
る
み
で
考
え
る
た
め
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

年
に
一
度
、
保
護
者
の
方
と
園
児
が
一
緒

に
な
り
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
と
い
う
の
は
、
主

旨
に
あ
る
公
共
心
、
地
域
の
環
境
美
化
に
つ

い
て
親
子
で
考
え
る
よ
い
機
会
だ
と
思
う
。

ま
た
、
私
た
ち
が
行
っ
た
益
子
町
北
公
園
、

七
井
中
央
一
号
公
園
に
は
ご
み
が
少
な
く
、

普
段
か
ら
地
域
の
方
も
環
境
美
化
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

今
年
で
二
十
二
回
と
な
る
ピ
カ
ピ
カ
の
栃

木
県
。
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
多
く
の
ゴ
ミ

は
大
人
が
捨
て
た
も
の
。
ず
っ
と
以
前
、
私

た
ち
が
子
供
の
頃
か
ら
拾
い
続
け
た
ゴ
ミ
は

果
た
し
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
、
と
思
う
事
も
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
は

そ
こ
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ゴ
ミ
が

　ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県

　ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県

第22回第22回

平
成
二
十
七
年
十
月
十
日
（
土
）〜
十
月
二
十
四
日
（
土
）

公
共
施
設
美
化
十
万
人
運
動
の
実
施

公
共
施
設
美
化
十
万
人
運
動
の
実
施

各
園
の
取
り
組
み

各
園
の
取
り
組
み

少
な
く
な
っ
た
か
ど
う
か
よ
り
、
綺
麗
に
す

る
こ
と
自
体
が
清
々
し
い
。
公
共
施
設
と
と

も
に
私
た
ち
の
心
が
美
化
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
感
じ
る
「
ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県
」
で
あ
る
。

（
七
井
幼
稚
園　

佐
藤
広
志
）

  

芳
賀
地
区  

萌
丘
幼
稚
園

期　

日　

十
一
月
十
一
日
（
水
）

場　

所　
寺
久
保
公
園　

そ
の
付
近
の
道
路

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員

三
十
二
名

（写真：清滝幼稚園）



123号

02

  

小
山
地
区  
の
ぶ
し
ま
幼
稚
園

期　

日　

十
月
九
日
（
金
）

場　

所　
幼
稚
園
周
辺
道
路
と
地
域
の
花
壇

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員

三
十
三
名

  

日
光
地
区  

聖
ヨ
ゼ
フ
幼
稚
園

期　

日　

十
月
六
日
（
火
）

場　

所　

大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

参
加
人
数　

園
児
・
教
職
員　

三
十
名

  

那
須
地
区  

那
須
み
ふ
じ
幼
稚
園

期　

日　

十
一
月
四
日
（
水
）

場　

所　

幼
稚
園
周
辺
か
ら
近
隣
の
道
路

　
　
　
　

沿
い
な
ど

参
加
人
数　

園
児･

教
職
員　

九
十
五
名

  
足
利
地
区  

花
園
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
八
日
（
水
）

場　

所　

あ
ず
ま
公
園

参
加
人
数　

園
児
・
教
職
員　

三
十
四
名

  

栃
木
地
区  

栃
木
み
ど
り
幼
稚
園

期　

日　

十
月
十
五
日
（
木
）

場　

所　

栃
木
市
つ
が
の
里

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員

四
十
八
名

  

鹿
沼
地
区  

認
定
こ
ど
も
園 

仁
神
堂
幼
稚
園

期　

日　

十
月
十
六
日
（
金
）

場　

所　

国
道
二
九
三
号
線
沿
い
の
歩
道

参
加
人
数　

園
児
・
高
校
生
・
教
職
員

　

百
六
十
名

いつも利用している観音山公園
を、感謝の気持ちで清掃した。

咲き終わったコスモスの片付けや
草取り、掃き掃除など、保護者と
共に楽しく最後まできれいにする
ことができました。

大谷川グリーンパークにお散歩に
行き、その時にゴミひろいをしま
した。

クラスごとに三方向に分かれ､子ども
たちにはゴミ等を見つけてもらい､そ
れを教職員が火ばさみで拾いました｡
例年､子どもたちは環境を大切にする
意味を楽しく実感しています。

幼稚園からすぐ近くのあずま公園に
出掛けました。軍手とゴミ袋を持っ
てゴミ拾いをしました。ぴかぴかに
なって良かったね。

園外保育で使用する公園でのゴミ
拾い活動を実施した。

鹿沼東高生と一緒に、国道沿いの
歩道のゴミなどを拾った。
煙草の吸い殻の多さが目立った。

ティッシュペーパーを配布し「ご
みを捨てないで」と呼びかけた。

  

佐
野
地
区  

洗
心
幼
稚
園 

認
定
こ
ど
も
園

期　

日　

十
月
二
十
六
日
（
月
）

場　

所　

観
音
山
緑
地
公
園

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員

二
百
八
十
三
名

  

塩
谷
地
区  

か
し
わ
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
二
日
（
木
）

場　

所　

●
矢
板
市
内
の
道
路

　
　
　
　

●
か
し
わ
幼
稚
園
周
辺 

等

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員

二
百
四
十
名



123号

03

　

第
二
回　

保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

期
日
　
平
成
二
十
七
年
九
月
三
日（
金
）

会
場
　
コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参
加
　
百
二
十
七
名

テ
ー
マ
　

　

 「
無
理
な
く
、
楽
し
い
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ

　

  

の
導
入
と
合
奏
指
導
法
」

講
師　

音
楽
講
師　

並
木 
ま
り
子 

氏

　
「
素
敵
！
す
ご
い
！
素
晴
ら
し

い
！
」
の
３
Ｓ
は
子
ど
も
の
意
欲

を
伸
ば
す
魔
法
の
言
葉
、
と
教
え

て
く
れ
た
並
木
先
生
。
先
生
に
褒
め
ら
れ

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
嬉
し
い

か
、
子
ど
も
の
立
場
に
な
っ
て
過
ご
し
た

約
二
時
間
で
そ
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ

た
。
教
え
込
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
然

に
弾
い
て
み
た
い
と

思
え
る
そ
の
声
か
け

や
導
入
方
法
は
、
楽

器
演
奏
の
み
な
ら
ず
、

様
々
な
場
面
で
す
ぐ

に
実
践
で
き
る
「
素

晴
ら
し
い
」
保
育
だ

と
感
じ
た
。

　

ふ
た
の
開
け
方
か
ら
始
ま
り
、
音
の
出

し
方
、
出
さ
な
い
合
図
、
持
ち
方
や
手
の

形
、
約
束
な
ど
、
初
め
て
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
を
持
つ
子
ど
も
の
気
持
ち
を
意
識
し
な

が
ら
、
基
礎
の
わ
か
り
や
す
い
伝
え
方
を

確
認
。
吹
き
口
を
ヘ
ビ
に
見
立
て
る
お
も

し
ろ
さ
や
、絵
カ
ー
ド
・
紙
コ
ッ
プ
を
使
っ

て
の
リ
ズ
ム
遊
び
を
教
わ
り
、
子
ど
も
と

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
取
り
組
む
時
が
心
待

ち
に
な
る
「
素
敵
」
な
指
導
だ
っ
た
。

　

最
後
は
、
簡
単
な
リ
ズ
ム
で
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
楽
器
や
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
合
図

に
合
わ
せ
る
と
立
派
な
合
奏
に
な
る
こ
と

に
驚
い
た
「
す
ご
い
」
研
修
だ
っ
た
。

　

設
置
者
・
園
長
研
修
会

期
日
　
九
月
十
五
日
（
火
）

会
場
　
二
荒
山
会
館
（
鶴
の
間
）

参
加
　
九
十
六
名

内
容
　「
新
制
度
元
年
を
迎
え
、
多
様

　
　
　
　

な
保
護
者
と
の
関
係
作
り
に
つ

　
　
　
　

い
て
考
え
る
」

講
師
　
淑
徳
大
学
短
期
大
学
部

　
　
　
　

 

こ
ど
も
学
科

准
教
授　

佐
藤 

純
子 

氏

　

荒
居
経
営

研
究
委
員
長

よ
り
、
新
制
度
に
移

行
し
て
い
く
と
共

に
、
更
に
各
ご
家
庭

の
経
済
状
況
の
違
い

な
ど
か
ら
、
多
様
な

価
値
観
を
持
っ
た
保

護
者
と
の
関
わ
り
が

求
め
ら
れ
る
事
が
予

想
さ
れ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
我
々
は
ど
う

付
き
合
い
、
ど
う
向

き
合
っ
て
い
く
の
か

考
え
る
必
要
が
あ

る
と
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
研
修
に

入
っ
た
。

　

研
修
で
は
、「
新
制
度
と
は
？
」「
目
的

は
？
」「
保
育
料
は
？
」
か
ら
は
じ
ま
り
、

そ
の
後
、
事
例
研
究
・
紹
介
に
移
っ
た
。

主
な
事
例
１
：
東
京
都
台
東
区
認
定
こ
ど

も
園
こ
と
ぶ
き
こ
ど
も
園
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ

「
財
政
面
で
は
そ
れ
ほ
ど
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
な
い
が
、
全
て
の
こ
ど
も
達
に
幼

児
教
育
の
充
実
が
図
れ
る
」

主
な
事
例
２
：
栃
木
県
佐
野
市
認
定
こ
ど

も
園
あ
か
み
幼
稚
園
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
新
制
度
の
理
念
を
職
員
や
親
た
ち
と

共
有
す
る
事
が
大
切
」

主
な
事
例
３
：
狛
江
市
認
定
こ
ど
も
園
パ

イ
オ
ニ
ア
キ
ッ
ズ
西
野
川
園
（
仮
名
）
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
ど
の
様
な
保
育
を
行
い
た
い
の
か
、

明
確
な
理
念
を
保
育
者
に
伝
え
つ
つ
、

そ
の
理
念
が
達
成
出
来
る
よ
う
深
く
考

え
る
事
」

主
な
事
例
４
：
東
京
都
東
村
山
市
認
定
こ

ど
も
園
東
村
山
む
さ
し
の
幼
稚
園
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

「
一
〇
〇
園
あ
っ
た
ら
、
一
〇
〇
通
り
の

成
功
事
例
が
出
て
く
る
。
周
辺
の
子
育

て
を
環
境
を
見
定
め
、
多
機
能
型
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
行
く
事
」

　

第
五
十
五
回 

関
東
甲
信
越
静
地
区

　

造
形
教
育
研
究
大
会

　
平
成
二
十
七
年
度
栃
木
県
造
形
教
育
研
究
大
会

期
日
　
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
九
～
二
十
日

会
場
　
宇
都
宮
市
立
南
図
書
館
・

　
　
　
　

 

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園

参
加
　
三
十
三
名

大
会
テ
ー
マ
　

「
つ
な
げ
よ
う　

自
分
ら
し
く
生
き
る

未
来
へ
」

～
あ
ふ
れ
る
思
い　

う
み
だ
す
楽
し
さ 

つ
た
え
あ
う
喜
び
～

　

十
一
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
本

大
会
は
県
内
の
幼
・

小
・
中
・
高
が
互
い

の
学
び
や
ス
タ
ン
ス

を
視
野
に
入
れ
、
発

達
段
階
に
応
じ
た
造

形
教
育
の
研
究
大
会

と
し
て
実
施
さ
れ

た
。
大
会
初
日
は
宇

都
宮
市
南
図
書
館
を

会
場
と
し
大
会
テ
ー

マ
の
基
調
講
演
と
文

科
省
に
よ
る
指
導
講

評
、
続
い
て
矢
板
出

身
の
「
鵤
（
い
か
る

が
）
工
舎
」
舎
主
で

あ
る
小
川 

三
夫
氏

に
よ
る
「
不
揃
い
の

木
を
組
む
」
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
全

国
各
地
の
寺
院
の
改
修
・
再
建
・
新
築
に

携
わ
っ
た
貴
重
な
体
験
談
を
聞
く
こ
と
が

で
き
た
。
大
会
二
日
目
は
そ
れ
ぞ
れ
の
校

種
に
分
か
れ
、
幼
稚
園
部
門
に
お
い
て
は

午
前
中
に
宇
大
附
属
幼
稚
園
で
三
・
四
・
五

歳
児
ご
と
の
「
保
育
の
ね
ら
い
」
を
基
に

公
開
保
育
と
研
究
協
議
の
後
、
午
後
か
ら

は
宇
都
宮
共
和
大
学
の
桂
木 

奈
巳
准
教

授
を
迎
え
、
身
近
に
あ
る
自
然
物
（
主
に

植
物
）
の
特
性
を
活
か
し
た
「
草
木
染
」

と
「
自
然
物
の
ク
ラ
フ
ト
」
の
制
作
活
動

が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
か
ら
は
身
近
に
あ

る
素
材
の
活
用
法
に
多
く
の
気
づ
き
が

あ
っ
た
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
約

二
年
前
か
ら
本
大
会
の
準
備
と
し
て
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
宇
大
附
属
幼
稚
園
の
教
職

員
と
数
十
回
に
及
ぶ
会
議
に
参
列
い
た
だ

い
た
大
会
役
員
の
皆
様
に
こ
の
場
を
か
り

て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。



123号

04

　

第
二
回　

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

期
日　
平
成
二
十
七
年
十
月
十
五
日（
木
）

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参
加　

百
三
十
九
名

内
容　
「
遊
び
の
充
実
を
目
指
し
た
保

　
　
　
　

 

育
の
在
り
方
～
運
動
遊
び
を
中

　
　
　
　

 

心
に
し
て
～
」

講
師　

東
京
学
芸
大
学

准
教
授　

吉
田
伊
津
美 

氏

　

今
回
の
セ
オ
リ
ー
は
、
子
ど
も

は
遊
び
が
仕
事
と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、「
自
分
の
思
い
の
向
く
ま
ま

に
遊
び
を
楽
し
む
中
で
の
自
然
な
動
き

が
、
運
動
能
力
を
高

め
て
い
く
可
能
性
が

高
い
」
と
い
う
お
話

か
ら
、
自
由
遊
び
の

重
要
性
を
知
る
講
座

と
な
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、「
テ
ラ
ス
で
靴
を
履

く
」
と
い
う
動
作
に
も
様
々
な
姿
勢
で
履

く
事
が
で
き
る
こ
と
を
例
に
挙
げ
、
普
段

の
生
活
の
中
に
も
「
多
様
な
動
き
」
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
動
き
を
上
手

く
使
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
指
摘
さ

れ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
の
日

常
の
身
体
活
動
を
見
直
し
、
子
ど
も
の
興

味
や
関
心
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
活
動
や
遊

び
の
中
で
、
自
然
に
運
動
能
力
の
向
上
に

つ
な
が
る
動
き
を
取
り
入
れ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

今
後
も
保
育
者
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
た
く
さ
ん
体
を
動
か
し
、
楽
し

い
時
間
を
共
有
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
運
動
能
力
を
高
め
て
行
き
た
い
と
改
め

て
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
三
十
一
回 

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

　

設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
会

期
日　

十
月
二
十
六
日
（
月
）

～
二
十
七
日
（
火
）

会
場　

盛
岡
市
・
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

　
　
　
　
タ
ン
盛
岡　

Ｎ
Ｅ
Ｗ  

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

参
加　

約
四
百
七
十
名

（
う
ち
栃
幼
連
加
盟
園
か
ら
は
十
四
名
）

メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
明
日
に
向
け
て
幼
児
教
育
の
振
興
を

考
え
る
」

《
一
日
目
》

●
記
念
講
演『
新
渡
戸
稲
造
の
少
年
時
代
』

　

講
師　

一
般
財
団
法
人　

新
渡
戸
基
金

常
務
理
事　

藤
井
　
茂 

氏

●
行
政
報
告

　
「
私
立
幼
稚
園
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
」

　

講
師　

文
科
省
初
等
中
等
教
育
局

幼
児
教
育
課
長　

渕
上
　
孝 

氏

《
二
日
目
》

●
研
究
講
座
（
参
加
者
が
一
講
座
選
択
）

・
教
育

『
幼
児
教
育
の
質
を

問
う
～
教
育
に
お

け
る
リ
ー
ダ
ー
の

資
質
と
は
～
』

・
振
興

『
こ
れ
か
ら
の
幼
児

教
育
の
振
興
活
動
を
考
え
る
』

・
経
営

『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
及
び
労
務
管
理
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
学
び
、
考
え
る
』

・
認
定
こ
ど
も
園

『
半
年
経
過
、も
っ
と
良
く
な
れ
新
制
度
』

　

平
成
二
十
七
年
度 

公
開
保
育
研
究
会

期
日　
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日（
土
）

会
場　
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園

参
加　

百
二
十
一
名　

  

平
成
二
十
七
年
度
公
開
保
育
研

究
会
が
県
内
外
か
ら
百
二
十
一
名

が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は

「
豊
か
な
暮
ら
し
を
創
造
す
る
幼
稚
園
の

環
境 

～ 

も
の
で
広
が
る
私
の
世
界 

～ 

」

と
い
う
主
題
を
掲
げ
、
公
開
保
育
と
年
中

組
担
任
の
坂
本
修
子
先
生
に
よ
る
研
究
発

表
と
２
つ
の
保
育
研
究
が
行
わ
れ
た
。
公

開
保
育
で
は
各
学
年
ご
と
に
指
導
計
画
や

週
案
・
日
案
に
沿
っ
た
「
も
の
」
を
通
じ

た
適
切
な
環
境
づ
く
り
が
随
所
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。
保
育
研
究
①
で
は
「
当

日
の
保
育
に
お
け
る
実
際
の
子
ど
も
の
姿

を
も
と
に
、
各
学
年
で
様
々
な
視
点
か
ら

保
育
に
つ
い
て
の
見
解
を
深
め
る
」
保
育

研
究
②
で
は
各
学
年
ご
と
に
「
も
の
」
を

通
し
て
遊
び
や
環
境
の
構
成
に
つ
い
て
の

考
え
を
深
め
る
こ
と
中
心
に
宇
都
宮
大
学

の
長
谷
川 

万

由
美
教
授
、
同

大
学
の
青
柳 

宏
教
授
、
宇
都

宮
共
和
大
学
の

市
川 
舞
講
師

を
指
導
助
言
に

迎
え
活
発
な
研

究
協
議
が
な
さ

れ
た
。

　

第
三
回　

保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

期
日　
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
一
日（
水
）

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参
加　

百
三
十
六
名

内
容　
「
幼
児
期
の
食
育
・
ア
レ
ル
ギ
ー

　
　
　
　

 

疾
患
の
理
解
と
対
応
」

講
師　

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
學　

講
師　

成
田
　
美
紀 

氏

　
「
幼
児
期
の
食
育
」「
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
の
理
解
と
対
応
」
と
二
つ
の

テ
ー
マ
を
柱
と
し
、
普
段
の
食
卓
か
ら
見

え
る
食
の
問
題
、
子
ど
も
の
心
も
体
も
元

気
に
育
つ
「
食
」
と
は
何
か
、
家
庭
や
園

で
出
来
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
中

で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
食
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
と
て
も
興
味
深
い
内
容
で
あ
っ

た
。

　

専
門
的
な
内
容

で
あ
っ
た
が
、
母

親
の
視
点
を
通
し

た
具
体
例
に
よ
り

分
か
り
や
す
く
、

学
齢
ご
と
に
食
事

の
ポ
イ
ン
ト
も
話

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
回
の
講
話
を
通
し
、「
食
」
の
役
割

の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
、
遊
び
や
生
活

の
中
な
ど
身
近
な
所
か
ら
結
び
付
け
て
い

く
大
切
さ
を
学
ん
だ
。ま
た
、ア
レ
ル
ギ
ー

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
・
家
庭
・

園
と
の
連
携
を
図
り
、
安
心
安
全
な
食
事

が
楽
し
く
で
き
る
環
境
作
り
を
し
て
い
く

こ
と
が
第
一
と
再
認
識
で
き
た
。
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第
二
十
九
回　

全
日
私
幼
連

　

関
東
地
区
代
表
者
協
議
会 

千
葉
大
会

期
日　
平
成
二
十
七
年
十
一
月
五
～
六
日

会
場
　
ホ
テ
ル　

ザ
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン（
千
葉
市
）

テ
ー
マ

　
「
豊
か
な
子
ど
も
の
未
来
の
た
め
に

　

～
子
ど
も
も
、
親
も
、
先
生
も
育
つ
～
」

研
修
Ⅰ
『
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
学
び

　
　
　
　

の
研
修
会
』

講
師　

㈱
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン

グ
部　

シ
ニ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ

　

徳
田
　
祐
一
郎 
氏

研
修
Ⅱ
『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

　
　
　
　

に
つ
い
て
』

講
師
　
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

　

幼
児
教
育
課
長　

幼
児
教
育
企
画
官

　

成
松
　
英
範 

氏

研
修
Ⅲ
『
私
立
幼
稚
園
の
現
状
と
課
題
』

担
当
　
各
県
私
学
行
政
担
当
官

（
栃
木
県
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

班
係
長　

野
中
延
寿
氏
）

研
修
Ⅳ
「
夢
に
向
か
っ
て
」

講
師　

日
本
大
学
保
健
体
育
審
議
会

　
陸
上
競
技
部
監
督
／
教
授　

小
山
　
裕
三 

氏

　

栃
幼
連
か
ら
は
正
副
理
事
長
、

常
任
理
事
、
事
務
局
長
が
参
加
し

た
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
で
の
キ
ャ
ス
ト

育
成
研
修
法
等
、
各

県
の
子
ど
も
・
子
育

て
新
制
度
に
向
け
て

の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
、
各
県
行
政
担

当
者
を
交
え
て
研
鑽

し
た
。

　
「
〇
・
一
・
二
歳
児
研
修
」

期
日　
平
成
二
十
七
年
十
一
月
三
十
日（
月
）

会
場　

二
荒
山
会
館

参
加　

百
十
九
名

テ
ー
マ　

「
現
場
の
先
生
が
〇
・
一
・
二
歳
児
の
保

育
を
す
る
中
で
困
っ
た
こ
と
や
疑
問
に

思
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
見
る
」

講
師
　

　
認
定
こ
ど
も
園　

こ
ど
も
の
も
り　

副
園
長

白
鷗
大
学　

講
師　
　

若
盛
　
清
美 

氏

　
「
乳
児
の
保
育
で
大
切
に
す
る
こ

と
」
を
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
教
育
・
保
育
要
領
解
説
か
ら
読
み
解
き
、

若
森
先
生
の
園
で
行
っ
て
い
る
実
例
や
、

ま
た
事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
答
え
た
、
保

育
教
諭
が
実
際
に
困
っ
て
い
る
こ
と
や
疑

問
点
を
講
話
の
中
に
織
り
交
ぜ
話
を
し
、

明
日
か
ら
保
育
に
役
立
つ
講
習
で
あ
っ

た
。

　

専
門
知
識
を
身
に

つ
け
、
子
ど
も
た
ち

の
健
康
状
態
の
把

握
、
疾
患
や
事
故
防

止
、
生
理
的
欲
求
の

対
応
、
発
達
に
応
じ

た
運
動
と
休
息
に
努
め
る
こ
と
。そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
情
緒
の
安
定
を

保
ち
、
自
分
の
気
持
ち
を
安
心
し
て
表
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
分
を
肯
定
す
る

気
持
ち
が
育
ま
れ
る
よ
う
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。
特
に
、
愛

着
関
係
（
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
）
は
乳
児
期

に
は
重
要
で
、
保
育
教
諭
は
家
庭
で
の
愛

着
が
不
安
定
な
子
に
対
し
て
は
、
日
々
の

保
育
の
中
で
そ
の
子
の
求
め
に
常
に
敏
感

に
対
応
し
、
第
二
の
安
全
基
地
と
し
て
安

心
感
を
与
え
、
信
頼
で
き
る
人
間
関
係
を

体
験
さ
せ
る
こ
と
が
、
そ
の
子
に
と
っ
て

支
え
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
生
活
す
る
物
的
環
境
、

私
た
ち
保
育
教
諭
の
存
在
や
関
わ
り
方
の

人
的
環
境
も
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え

変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同

時
に
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
く
姿
勢
が
大
切
な
の
だ
と
若

盛
先
生
は
教
え
て
く
れ
た
。

　

設
置
者
・
園
長
研
修
会

期
日　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
八
日

会
場
　
二
荒
山
会
館
（
鶴
・
亀
の
間
）

参
加
　
百
五
十
四
名

内
容　

緊
急
解
説
！
学
校
法
人
新
会
計

　
　
　
　
基
準
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

講
師　

税
理
士
法
人　

報
徳
事
務
所　

代
表
社
員
・
理
事
長　

赤
岩
　
茂 

氏

　

今
回
の
設
置
者
・
園
長
研
修
会

は
、
内
容
の
通
り
赤
岩
氏
に
よ
り

学
校
法
人
新
会
計
基
準
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
新

会
計
基
準
に
つ
い
て
の
趣
旨
は
「
学
校
法

人
の
作
成
す
る
計
算
書
類
等
の
内
容
が
よ

り
一
般
に
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
的
確
に

学
校
法
人
の
財
政
及
び
経
営
の
状
況
を
把

握
で
き
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
改
善
・
充

実
を
図
る
。
社
会
か
ら
一
層
求
め
ら
れ
て

い
る
説
明
責
任
を
的
確
に
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
学
校
法
人
の
適
切

な
経
営
判
断
に
一
層
資
す
る
も
の
と
す

る
。」（
配
布
資
料
か
ら
抜
粋
）
で
あ
り
、

適
切
な
表
示
を
心
が
け
た
い
。
ま
た
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
導

入
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
つ
い
て
の
取
扱
い
に
つ
い
て
解
説
い
た

だ
い
た
。

　

研
修
会
後
引
き
続
き
栃
木
県
保
健
福
祉

部
よ
り
行
政
説
明
が
行
わ
れ
た
。

⑴
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
申
請
書
の

書
き
方
に
つ
い
て主

査　

斉
藤
　
正
芳 

氏

　

こ
れ
ま
で
の
申
請
時
に
お
い
て
間
違
い

や
す
い
と
こ
ろ
を
、丁
寧
に
説
明
頂
い
た
。

⑵
幼
稚
園
に
お
け
る
二
歳
児
の
受
入
れ
に

つ
い
て

係
長　

野
中
　
延
寿 

氏

　

幼
稚
園
で
の
二
歳
児
の
受
入
れ
に
つ
い

て
、「
入
園
」
と
「
子
育
て
支
援
」
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
い

た
。
判
断
に
迷
う
場
合
は
こ
ど
も
政
策
課

ま
で
連
絡
を
し
て
ほ
し
い
と
の
事
。ま
た
、

園
舎
面
積
・
運
動
場
面
積
・
園
地
面
積
に

つ
い
て
も
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。

⑶
栃
木
県
私
立
幼
稚
園
の
耐
震
化
に
つ
い
て

副
主
幹　

大
根
田
　
敦 

氏

　

栃
木
県
は
全
国
に
比
べ
て
も
、
耐
震
化

が
遅
れ
て
い
る
と
の
事
、
補
助
金
等
を
活

用
し
て
耐
震
化
を
進
め
て
ほ
し
い
と
の
お

話
が
あ
っ
た
。
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要望事項等 継・新
の　別

要 望 事 項
現　　行 要　　望

１．予算に関する要望

 ２．政策に関する要望

継続

新規

継続

継続

新規

継続

継続

継続

継続

継続

継続

園児１人当たり
 183,300円
　国庫補助 23,235円
　地方交付税155,200円
　県単補助 4,800円

園児１人当たり　　　
 39,100円

・学法で２人以上在籍
　１人当たり ７84,000円
 （国庫補助）
・それ以外
　１人当たり 392,000円
 （県単補助）

園児１人当たり
 190,491円
　国庫補助  23,491円
 （予定）
　地方交付税157,000円
 （予定）
　県単補助  10,000円

認定こども園に拡大
　　　　（県単補助）

園児１人当たり　　　
 50,000円

・学法で２人以上在籍
  １人当たり ７84,000円
 （国庫補助）
・それ以外
  １人当たり 784,000円
 （県単補助）

・2号園児   392,000円
 （県単補助）

 平 成 2 8 年 度  予 算 要 望 書

【要望１－１】運営費補助金（学校法人立）の増額
　私立幼稚園の経営の健全化、幼児教育の質的向上を支える運営費補
助金について、国に準じて増額を確保するとともに、群馬県（18,538
円）、茨城県（14,000円）なみの県単補助金の増額を要望します。
　なお県単補助金については、幼児教育の質的向上のために、認定こど
も園等の１号・２号園児も対象とするよう要望します。

【要望１－２】教材費等補助金（102条）の増額
　102条園（宗教法人立･個人立）の幼稚園は、大変厳しい財政状況の
中、学校法人立園と同様の設置基準に基づいた幼児教育をしています。
運営費補助金の１／２補助に向けて増額を要望します。

【要望２】特別支援教育費補助金の増額
　現行制度では、対象児が2人の場合は1,568,000円となりますが、１人
の場合は392,000円と1/4になってしまいます。この補助額では教員を
加配して対象児に必要な教育的援助を行うことは不可能です。国庫補助
の対象とならない「対象児が１人の場合」「学法立以外の園の場合」で
あっても、県単補助による同額の補助を要望します。
　また、１号園児と同じ教育的援助を受ける２号園児に対しても、特別支
援教育費補助金の対象としていただくことを要望します。

【要望３】子育て支援事業等への財政的援助の充実
①第２子以降に対し、同時在園でなくとも補助対象となるよう、現行

制度の拡充を強く要望します。

②仕事と子育ての両立支援のために、預かり保育に対する一層の支援
を要望します。

③より多くの幼稚園が地域の子育ての拠点として充実できるよう、さ
らなる財政的援助を要望します。

④102条園（宗教法人立・個人立）の幼稚園子育てランド事業、わん
ぱく保育推進事業について、県単独補助金の継続を要望します。

⑤園舎の耐震診断、耐震補強等にかかる費用の助成を要望します。

【要望４】教員の資質向上を図るための栃幼連の研修事業への助成と、子ども・
子育て支援援新制度対応の研修事業への助成の一本化と総額維持

　12月9日に自民党政策懇談会に、12月11日に福田知事、岩崎
議長、神谷政調会長に、上記のとおり要望書を提出させていた
だいた。
　昨年同様、運営費補助金について特に県単補助部分の増額要
望を強調し、あわせてその対象を認定こども園等の1号、2号園
児に拡大するよう要望した。また現状の制度設計の不備を補う
ために、特別支援教育費補助金についても県単補助で2号園児もその対象とするよう要望した。
　平成28年度、6割以上が施設型給付の園となり、栃幼連・地区連合会がそれぞれの役割を担って振興活
動を行っていくことがますます重要になる。がんばりましょう。 振興委員長　馬場章信

団 体 名：一般社団法人栃木県幼稚園連合会
代表者名：理事長　石嶋　勇

●平成28年度予算要望書について

小学校3年生以下の兄
姉から数えて第２子以降

わんぱく保育推進事業

子育てランド事業

地域子育て推進事業

幼稚園耐震化事業費

栃幼連補助金
 3,000千円
幼稚園特別研修費補助金
 3,000千円

兄姉の学齢等の条件撤
廃または年齢引き上げ

増額

増額

県単補助部分の増額

継続

栃幼連補助金
　　　　  ６,000千円
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を
行
っ
た
後
、
幼
児
教
育
の
ビ
デ
オ
を
視

聴
し
て
、実
際
に
記
録
を
し
て
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
記
録
を
基
に
、
協
議
を
し

て
「
記
録
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
導
き
出
し
ま

し
た
。

　

研
修
者
か
ら
は
、「
記
録
を
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
保
育
を
客
観
的
に
見
つ
め
ら

れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
自
分
の
た
め

で
は
な
く
、
子
ど
も
の
た
め
に
記
録
を
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
」「
記
録
の
様
式
を

必
要
に
応
じ
て
作
り
替

え
て
み
よ
う
と
思
う
」

「
記
録
が
あ
れ
ば
、
保

護
者
へ
の
説
明
責
任
が

果
た
せ
る
と
思
っ
た
」

な
ど
、
記
録
の
重
要
性

を
改
め
て
感
じ
、
明
日
か
ら
記
録
を
有
効

に
活
用
し
て
み
よ
う
と
い
う
前
向
き
な
感

想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

特
別
支
援
教
育
研
修

　
「
一
人
一
人
と
集
団
を
育
て
る
」
と
い

う
視
点
で
、
七
月
三
日
、
十
一
月
六
日
の

二
日
間
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。

　

第
一
日
に
は
、
宇
都
宮
大
学
の
司
城
紀

代
美
先
生
よ
り
、「
特

別
な
支
援
が
必
要
な
幼

児
と
他
児
と
の
関
わ
り

あ
い
」
の
講
話
が
あ
り

ま
し
た
。
様
々
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
な
が

ら
、
子
ど
も
を
主
体
と
し
て
受
け
止
め
る

こ
と
、子
ど
も
の
視
点
に
気
付
く
こ
と
等
、

 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

 

《
明
日
の
保
育
が
変
わ
る
記
録
の
在
り
方
》

　

十
月
十
六
日
に
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
Ⅰ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
千
葉
大

学
教
育
学
部
の
砂
上
史

子
准
教
授
か
ら
、「
専
門

性
を
高
め
る
た
め
の
記

録
の
在
り
方
」
を
テ
ー

マ
に
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
有
効
な
記
録
を
と
る
に
は
、

十
分
に
幼
児
理
解
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

幼
児
の
行
動
だ
け
で
は
な
く
、
周
り
の
環

境
や
友
達
と
の
関
係
性
な
ど
を
記
録
し
、

自
分
の
指
導
を
振
り
返
る
こ
と
が
大
切
だ

と
い
う
こ
と
も
示
唆
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
実
際
の
事
例
を
交

え
な
が
ら
の
講
話
だ
っ

た
の
で
、
研
修
者
か
ら

は
「
具
体
的
で
分
か
り

や
す
か
っ
た
」
と
い
う

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
よ
り
、

幼
稚
園
教
育
指
導
資
料
集
第
５
集
（
文
部

科
学
省
）
に
基
づ
き
、
実
際
の
記
録
の
在

り
方
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
様
々
な

記
録
の
方
法
、
様
式
、
生
か
し
方
の
講
話

保
育
の
基
本
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
幼
児
教

育
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
幼
稚
園
教
育
要
領
等

を
踏
ま
え
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・
こ
ど
も

園
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
確

認
し
ま
し
た
。
午
後
に
は
、「
幼
児
期
の

私
た
ち
親
子
の
歩
み
」
を
題
に
、
保
護
者

よ
り
体
験
談
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
内
容
を

も
と
に
、
各
園
で
実
践
研
究
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
日
に
は
、

各
園
で
の
実
践
内

容
に
よ
り
グ
ル
ー

ピ
ン
グ
し
、
実
践

の
報
告
と
協
議
を

行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
の
林
信
夫
教
育
研
修
専
門
員
か

ら
「
子
ど
も
の
行
動
理
解
と
対
応
」
に
つ

い
て
講
話
と
演
習
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
昨
日
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
子
ど

も
の
姿
や
声
を
明
日
か

ら
見
て
い
こ
う
と
強
く

思
い
ま
し
た
。」「
視
点

を
変
え
、
自
分
の
考
え

を
広
げ
る
だ
け
で
、
こ

ん
な
に
も
成
果
が
出
る

の
か
と
驚
き
ま
し
た
。」「
全
て
の
幼
児
が

社
会
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
集
団
の
中
で
育

ち
合
う
こ
と
に
大
き
な
意
味
を
感
じ
ま
し

た
」
な
ど
、
新
た
な
視
点
を
得
て
、
明
日

か
ら
の
保
育
実
践
に
大
き
な
手
応
え
を
感

じ
た
よ
う
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
研
修

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
Ⅱ
）

　
二
月
四
日
（
木
）

《
発
達
と
学
び
を
つ
な
ぐ
要
録
の
作
成
と
活
用
》

講
話
「
要
録
の
意
義
と
役
割
」

　

明
治
学
院
大
学

　
　

特
命
教
授　

赤
石 

元
子 

先
生

講
話
・
演
習

　
「
発
達
と
学
び
を
つ
な
ぐ
要
録
の
作
成
」

★
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修
案
内
よ
り
、

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

前
号
（
第
一
二
二
号
）
の
記
事
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
園
内
研
修
の
実
施
例
）

誤
　
さ
く
ら
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
が
丘
幼
稚
園

正
　
認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
が
丘

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
平
成
二
十
七
年
度

　
　
　
栃
木
県
教
育
研
究
発
表
大
会

　

平
成
二
十
八
年
一
月
三
十
日
（
土
）

十
三
時
〜
十
五
時
三
十
分

《
幼
・
保
・
小
連
携
部
会
》

テ
ー
マ
「
幼
児
期
か
ら
児
童
期
へ
の

教
育
〜
幼
児
期
か
ら
大
切

に
し
た
い
学
び
に
向
か
う

集
団
づ
く
り
〜
」

発
表
１　

幼
児
期
前
期
の
集
団
づ
く
り

発
表
２　

幼
児
期
後
期
の
集
団
づ
く
り

発
表
３　

小
学
校
１
年
生
の
集
団
づ
く
り

★
栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
よ
り
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

お
詫
び

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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編集後記
　
「
ビ
フ
ォ
ー
・
ア
フ
タ
ー
」
と
い

う
人
気
番
組
は
、
ご
存
じ
の
方
ば
か

り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
以
前
、
こ
の

番
組
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
が
、
あ
る

小
冊
子
の
中
で
こ
う
書
い
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
『
徹
底
的
な
大
改
造
と
は
い
え
、

土
台
や
柱
を
あ
え
て
残
す
。
今
の
生

活
を
「
否
定
し
、
リ
セ
ッ
ト
す
る
」
の
で

は
な
く
、「
よ
り
よ
く
、
改
善
（
リ
フ
ォ
ー

ム
）
す
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
視
聴
者
の

共
感
を
呼
ぶ
の
だ
ろ
う
』
と
。

　

な
る
ほ
ど
、
う
な
ず
け
ま
す
。
勿
論
、

建
て
替
え
も
良
い
で
す
が
、
こ
の
番
組
に

登
場
す
る
ご
家
族
は
、
経
済
的
理
由
以
上

に
、
こ
れ
ま
で
の
家
族
の
時
間
や
歴
史
や

思
い
出
な
ど
を
最
優
先
さ
れ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
ま
さ
に
今
、

本
園
の
子
ど
も
達
は
、
裏
庭
で
は
バ
ッ
タ

や
ト
ン
ボ
を
追
い
か
け
、
表
庭
で
は
大
勢

の
子
ど
も
達
が
集
ま
っ
て
長
縄
を
キ
ャ
ッ

キ
ャ
と
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
イ
チ
ョ
ウ

の
葉
は
、
や
や
黄
色
く
色
づ
き
、
保
護
者

の
方
々
は
、保
護
者
会
活
動
に
精
を
だ
し
、

そ
し
て
挨
拶
を
交
わ
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
ん
な
日
常
が
本
園
の
時
間
と

歴
史
と
思
い
出
に
な
っ
て
行
く
の
で
し
ょ

う
。

　

今
、
幼
児
教
育
界
は
過
渡
期
に
あ
る
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。「
新
制
度
に
既
に

移
行
し
た
園
」
や
「
移
行
し
よ
う
と
し
て

い
る
園
」、ま
た
は「
そ
の
予
定
は
な
い
園
」

も
、き
っ
と
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
園
が
今
ま
で
築

き
あ
げ
て
き
た
時
間
や
歴
史
、
思
い
出
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
幼
児
教
育
が
「
よ
り

よ
く
改
善
」さ
れ
て
い
く
事
を
願
い
た
い
。

（
伊
沢　

信
恭
）

＊
県
大
会
予
告
＊

栃
幼
連 

第
61
回
県
大
会

栃
幼
連 

第
61
回
県
大
会

栃
幼
連 

第
61
回
県
大
会

　

 

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
一
日
（
土
）

●
開
会
式

●
講
演
会

　
　講
師
：
玉
川
大
学
教
育
学
部

　
　
　
　
　
　

 

教
授

　大
豆
生
田

　啓
友 

氏

●
公
演
会

　
　講
師
：
ケ
ロ
ポ
ン
ズ〔
増
田 

裕
子 

氏（
ケ
ロ
）・

　
　
　
　
　
　
　
　
　　平
田 

明
子 

氏（
ぽ
ん
）〕

会
場
：
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー・メ
イ
ン
ホ
ー
ル

表 彰
●
栃
木
幼
稚
園
・
若
葉
幼
稚
園

　

　
　理
事
長・園
長

　松
下  

明
世 

様

高
齢
者
叙
勲

　瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

●
宇
都
宮
地
区

　九
月
二
十
八
日

　学
校
法
人
作
新
学
院

　創
立
一
三
〇
周
年
記
念
式
典

●
芳
賀
地
区

　十
月
三
十
一
日

　学
校
法
人
荘
厳
寺
学
園

　真
岡
ひ
か
り
幼
稚
園

　創
立
五
〇
周
年
落
成
式
典

●
塩
谷
地
区

　十
月
三
十
一
日

　学
校
法
人
す
み
れ
幼
稚
園

　認
定
こ
ど
も
園
す
み
れ
幼
稚
園

　創
立
四
〇
周
年
記
念
式
典

慶

　事

平
成
二
十
八
年

　
　一
月
〜
三
月
ま
で
の
事
業
計
画

平
成
二
十
八
年
度

　主
な
事
業
計
画

１
月
６
日
　
※
１０
年
経
験
者
研
修

１
月
22
日
　
設
置
者・園
長
研
修
会

２
月
４
日
　
※
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

２
月
18
日
　
設
置
者・園
長
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　   

※
は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

５
月
１９
日
　
栃
幼
連 

通
常
総
会

７
月
５
日
　
栃
幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
　
総
会

７
月
２４
日
　
就
職
説
明
会

７
月
２８
〜
２９
日
　
第
６３
回 

栃
木
県
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会

８
月
23
〜
24
日
　
第
３１
回 

全
日
私
幼
関
東
地
区
教
研
大
会（
埼
玉
）

１０
月
２１
日
　
栃
幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
　
幼
稚
園
教
育
振
興
の
集
い

平
成
二
十
七
年
十
一
月
よ
り
栃
幼
連

事
務
局
が
左
記
の
通
り
移
転
し
ま
し
た
。

新
住
所
：
宇
都
宮
市
昭
和
一―

三―

一
〇

　
　
　
　栃
木
県
庁
舎
西
別
館

　二
階

お
知
ら
せ

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

運
営
費
補
助
金
及
び
教
材
費
等
補

助
金
に
係
る
変
更
交
付
申
請
書
の

提
出
に
つ
い
て

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
に
係
る
実
施

記
録
に
つ
い
て

一
月
始
業
日
現
在
の
園
児
数
調
べ

の
実
施
に
つ
い
て

園
舎
の
耐
震
化
の
促
進
に
つ
い
て

  

運
営
費
補
助
金
及
び
教
材
費
等
補
助
金

の
変
更
交
付
に
当
た
り
、
一
月
八
日
ま
で

に
、
一
月
の
始
業
日
現
在
に
お
け
る
在
園

児
数
等
を
御
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
別
途
文
書
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
の
で
、
期
限
内
の
提
出
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
に
入
園
し
た
満
三
歳
児
分
等
の

一
般
補
助
や
特
別
支
援
教
育
と
地
域
子
育

て
推
進
事
業
の
特
別
補
助
に
係
る
変
更
交

付
申
請
書
（
新
制
度
移
行
園
は
交
付
申
請

書
）
に
つ
い
て
は
、
運
営
費
補
助
金
、
教

材
費
等
補
助
金
と
も
に
一
月
下
旬
に
御
提

出
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
別
途
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
期
限
内
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
を
実
施
し
て
い
る

園
に
お
い
て
は
、
各
実
施
事
業
の
参
加
人

数
や
活
動
内
容
等
の
記
録
を
実
施
報
告
書

提
出
時
に
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
必
ず
記
録
を
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
園
舎
の
耐
震
診

断
の
実
施
・
耐
震
化
が
よ
り
一
層
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
県
の
私
立
幼
稚
園
の
耐
震
化
率

は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
現
在
で

七
十
一
・
一
％
で
す
が
、
全
国
平
均

八
十
一
・
〇
％
と
比
べ
、
依
然
低
い
数
値

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
こ
れ
ま
で
、
国
庫
補
助
制
度
や

安
心
こ
ど
も
基
金
に
よ
る
補
助
事
業
を
御

案
内
し
て
お
り
、
多
数
の
幼
稚
園
に
御
活

用
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
に
お
い
て
は
、
国
庫

補
助
制
度
の
活
用
に
よ
る
耐
震
化
を
促
進

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
耐
震

化
（
建
替
・
補
強
等
）
を
予
定
す
る
場
合

は
、
市
町
の
担
当
課
も
含
め
て
早
め
に
御

相
談
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
園
舎
の
耐
震
化
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環

境
の
整
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


